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　　　　　　　　1．　まえがき

1956年3月K－6－1号機ロケットの飛しょうが行な

われるとき従来のK－4B型送信機を改良し，生産研究

エ1巻8号に報告したK－6型送信機が搭裁され，数次

にわたる計測と観測に実用せられてきたが，高々度によ

るラ旺iの低下，ロケット外板の論温度の影響にょろ高周

誼囹路の放電，冗池の電解液の蒸発や安定度の低下等の

防止にっいていくたの試みがなされてきた．

他方K－8型ロケットが観測用の一つの標準型とされ

てきた．これは到達高度，搭載量とも疫れているためで

あウ、したがって罷測装置も多く搭載されることにな

り，データ伝送4チャネルの増加が要求せられるに至っ

た．そこで使用の利便と製作上の利点をあわせて考慮し

f：RK－9／T送信機が用いられるようになった，これは

副搬送波ユニットを1チ＋ネルずつプラグイン型とし，

員方形断而のものとした．そのため摺成素子を容積的に

解よく収容できる上に気密対策も容易となった．

ロケットが大型化するに従い，従来のように送信機の

電漂投入をロケット外坂に設けた孔から直接的に操作す

ろことが「莚難で，かつ危強を・伶うため，遠隔操作の方法

を種々検討した結果，電磁的なラ7チングリレーを｛吏用

している．

　　　　　　2，K－6型送信機の改艮

　力7パ6型用として試作したK－6型送信梅も，信頼

変の高いトランジスタが容易に得られるようになって，

さらに小型軽量にすることが可能になった．

　まず副嶽送波発秀｛器をトランジスタイヒし，気密遮熱ケ
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K－6　改．良型送イ言・機

一スのi改良と電源の

on，　offにリモー一トコ

ントm一ルのラッチン

グリレーを使用した改

良型をK－8L型ユ号機

に搭載した．

ir　1）　気密連熱ケース

　従来の気密縫i造をよ

り簡蝋にするため，第

1図に示すようなOリ

ングを使用し，コネク

タ類は気密梅造のもの

を一一方のパネルに集め

て，全体を気密にする

構造とした，また外板の高温度の送信機の性能に対する

影響を緩和するため，銅箔と紙を用いたり，アスベスト

による遮熱を試み好結果を得たが，製作，取扱いが面倒

なため最終的には従来より直径を1師小さくして空気

層に頼ることとし，ケー一スの表面をパフ仕上げして熱反

射のi効果もねらった．

　（2）　りモートコントロール用スイ’vチ

　遠隔操作によってon－offできるスイvチは，簡単か

つ確実に動作し，しかも各種の環境条件に耐え得ること

が必要条件である．種硝耐試験の結黒シグマ，ラ。

チングリレーを使用し好成績を錫た．

このリレーのおもな規格はつぎのとおりである．

【璽路　　　　　　 トランスファ2回路

接点窓量　　　　2A　28　VDql20　VAC

巻線抵抗　　　　3，ユOOΩ

動作電圧　　　　24－－28　VDC

互励f乍臼寺lu］　　　　　　2～20　ns

大きさ　重さ　　O．8XO．9XO．4in　189

　　　　5．RK－9／T型送信機

　【コケットの到達高度増大に伴い観測項目も多くなり，

アレメータのチ＋不ル増加が要求されるようになった．

RK－9／T型は，カッパ8型に搭載できるように設計した

10チャネルの送信機で，1劃搬送波瑚波数は工RIG規格

による960　c／s・－14・　5　kcを中心周波数として周波数偏移

±7。5％レスポンスを14　c／s・－220　c／s【ことっている．主

搬送波周波数は225Mc／s，その周波数偏移±100　kc／s，

送信出力ぱ約0．5Wである．

　（1）　構造について

　棲体が245φとなり直径方向の寸法と取付方法の変更

に適合させて，内部ユニット配置が容易で，気密構造も

簡単な第2図のような形態を採用した．

　副搬送波発振｛器はトランジスタ化し，寄チ＋ネルは第

3図のようなプラグイン形式としてユ．ニフトごとに独立

しているため，点検調整が容易にできるようになった．

全ユニットを組み込んだ状態を第4図に示す．

　（2）　性能について

　チ幸ネルの増加に伴い起二ってくる問題として，クロ

ストークとSN比がある．前者に対しては副搬送波発振

器の出力をパンドバス’フィルタに逓すことにょってほぼ

解決できた．また後者に対しては第5図に示すような

8kc／s以上に6dB／octのプリエンファシス特…性をもた
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コレクク電圧

　　　　　　　　　　　コレワタ電圧

第6図　刑搬送波発振器の回路図

ントン接続による入力回路で，温度変化によるインピー

ダンスの変動が無視できろように十分』高くしてあり，通

常1MΩ以上ある．変調用トランジスクT恥のべ一

スバイアス回路にはサーミスクと抵抗器を紐み合わせる

ことにより，べ一スバイアス電圧を温度により変1ヒさせ

て発摂周波数の温度特性を向上させた・変調特性と温度

特性の実験データの1例を第7図に示す．この温度補償

ではやや変調感度が変化するようである．また，サーミ

スタは温度特性の直線牲がよくないので，広い温度腿囲

にわたって補償を行t．Cうのは困難であるが，本装置のよ

うにO℃～40℃程度についての補償を行なうのは比較

的容易である・
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1聴7図　　副麺送波発振器の変調

　　　特性と温匿特注の1例
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鎮8図『主推送披蔀系統図

主籏送注部ほ第S図に示すような系統であウ，変鎚回

麸は双2極管によるブリッジ型位楕変調である．全逓倍

量に108逓倍となっている．繊置1歌蔀造の肋通
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第9図　送信概の構造図

風ができないので，真空管を使用したこの部分は使用中

温度上昇はかなりあるが，従来この形式の送信機の実用

例ではそのための支障はなかった．

　（2）構造について

　第9図に示すような構造を採用した．強度・気密等に

ついて十分考慮してある．

　メ、密方法ぱ周図に示す場所にOリング，ナイロンワッ

シ＋を使用し，パネル面のコネクタ漿はハーメチックシ

ール型を用い，その取付部はアラルダイトで接着した

が，良好な結果が得られた．

　内部構造は電源部，主搬送波部はユニット式で，副嶽

送波発振器10チャネル分と混合増幅器は円形のプリン

ト振3枚に配列し，それが積み重ねられている．IE源や

信号の接続はできる限リコネクタ類を使用した．

　円筒形の装置で［＃“内部装置の鑓造や配列等により空間

部分が多くなったtL），点検のしにくいものになウがちで

あるが，これについては十分考慮して設計されている

が，今後実際の使用を経て電気的にも構造的にも完全な

糞芝置にしてゆきたい．

　　　　　　　　　5．　む　す　び

　K－6型送信機は改善を重ねてほぽ最諮形態に達した

ものと考えられるが，RK＋一一9／T型送信機はK－8型ロケ

’／トに実装するため，さらに一段の工夫を施して，標準

型ロケットに最適な形態にするため一段の努力が必要で

あr），水晶制御送信機についてもL－2，L－3ロケット

との整合を他の搭載機器の担当都門と協力してさらに改

善を加えることにより，観測ロケットシステムとしての

完成に寄与したいと考える．

　終わti］にこれらの送信機の試作研究と誤：1’についてご

指導いただいた東京大学生産技術研究所高木教授・野村

教授，ならびに当社田中事業部長初め上司同僚諸氏に謝

章を表したい．　　　　　　　（1963年4月15日受理）
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